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地球流体力学(GFD)って？地球流体力学(GFD)って？

地球・惑星に関する流体力学

自転、重力、球形状 が重要

e.g. 大気、海洋、マントル etce.g. 大気、海洋、マントル etc

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



我々(研究者)の現状我々(研究者)の現状

データの管理はディレクトリ名、ファイル名ベースデ タの管理はディレクトリ名、ファイル名 ス

ー 地球大気 ー ２００６年 ー 1月 ー 気温.data
風速 d tー 風速.data

ー ２月 ー …..

データ解析は自分でプログラミング(主にFortran!!)デ タ解析は自分でプログラミング(主にFortran!!)
人と同じことをやっていては、研究にはならない

能な汎用 は存在 な→ 万能な汎用ツールは存在しない

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



情報爆発情報爆発

観測測器の高度化観測測器の高度化

人工衛星搭載の測器 etc
計算機の急速な発展計算機の急速な発展

地球シミュレーター etc

データ量が爆発的にデータ量が爆発的に

増加している
数年前はＣＤサイズ(数百ＭＢ)でも

それなりに大きいと思っていたのに…;

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



我々が直面している問題我々が直面している問題
データ管理

何処に何があるのか把握できない何処に何があるのか把握できない

ローカルなストレージ上のデータ

どんな名前をつけたか忘れる

ネット上で公開されたデータ

知っていないと、検索では非常に困難

Ｔ(テラ)級のデータは、ほぼダウンロード無理( )

データ解析・可視化

フ イルフォ マ トが数多く存在ファイルフォーマットが数多く存在

データ、解析・可視化方法毎のプログラム

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org

、解 視 法

大量のプログラム → 管理も大変



エフォート率

データ管理 20％デ タ管理 20％
プログラミング 70％

を使 考脳を使って考える 10％

研究者の職業 てい たい何研究者の職業っていったい何…..

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



Dennou-Ruby プロジェクトDennou-Ruby プロジェクト

地球流体電脳倶楽部のプロジェクト

http://ruby gfd dennou org/http://ruby.gfd-dennou.org/
since 1999

地球流体データの解析・可視化のためのツー
ル整備ル整備

Rubyのお陰により、プログラミングが劇的に簡単、
スピーディーにスピーディーに

ref. るびま6号 Ruby Library Report 第5回

しかし、

依然とし デ タ管理 プ グ グは必要
http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org

依然として、データ管理、プログラミングは必要



GfdnaviGfdnavi
プロジェクトHP

http://www gfd-dennou org/arch/davis/gfdnavi/http://www.gfd-dennou.org/arch/davis/gfdnavi/
(supported by 文科省科研費「情報爆発」)

特徴

データ管理・解析・可視化Railsアプリケーションデ タ管理 解析 可視化Railsアプリケ ション

データ管理にＲＤＢを使用

解析 可視化は ブラウザ上からＧ で解析・可視化は、ブラウザ上からＧＵＩで

サーバー兼デスクトップツール

データが、ネットワーク上にあっても、ローカルにあって
も同じように扱える

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org

も同じように扱える



機能機能

ＲＤＢへの簡単登録

既存デ タをスキャンし メタデ タをＲＤＢへ登録既存データをスキャンし、メタデータをＲＤＢへ登録

データ検索

ディレクトリツリー型検索

キーワード検索キ ワ ド検索

位置・時刻範囲指定検索

G l M による指定もGoogle Mapによる指定も

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



データ解析

統計操作・数学関数の適用統計操作 数学関数の適用

独自関数の追加

視可視化

折線・等値線・トーン・ベクトル図折線 等値線 ン ク ル図

重ね合わせ

アニメ ションアニメーション

保存

同じ図を作成するための、Rubyスクリプト
＋最小限のデータのダウンロード

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org
データベースに登録



将来構想(一部実装済み)将来構想(一部実装済み)
サイト間連携

Ｐ２Ｐによる横断検索Ｐ２Ｐによる横断検索

どのサイトにどんなデータがあるか、前もって知っている必
要が無い要が無い

Webサービスによる横断利用

解析 可視化に必要なすべてのデ タが同じサイトにある解析・可視化に必要なすべてのデータが同じサイトにある
必要が無い

数値デ タと知見情報の融合（有機的結合）数値データと知見情報の融合（有機的結合）

バイナリデータに人間の解釈を付与

e.g. この図の何処ゞを見ると、何々が分かる

数値データ間の関係リンク付け

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org

数値 タ間 関係リ ク付け

e.g. このデータ(図)は、あのデータから計算(描画)された



明るい未来明るい未来

データ管理

ローカルのデータはスキャンスクリプトを走らせ
るだけ

必要なデータは、何処にあるかにかかわらず、
検索で得られる検索で得られる

データ解析・可視化

ブ ザが ば も もブラウザがあれば、いつでも何処でも

プログラミングは必要なし。ＧＵＩ操作で

データ公開も簡単

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



エフォート率

Before
データ管理 20％デ タ管理 20％
プログラミング 70％
脳を使って考える 10％

After
データ管理 5％デ タ管理 5％
プログラミング 15％

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org

脳を使って考える 80％



以降 スクリーンショット

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



検索＆絞込み検索＆絞込み

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



検索＆絞込み検索＆絞込み

Google Map利用検索

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



可視化可視化

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



可視化可視化

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



可視化可視化

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org



可視化可視化

http://www.gfd-dennou.orghttp://www.gfd-dennou.org


